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総
会
は
、
北

村
副
会
長
の
開

会
挨
拶
で
始
ま

り
ま
し
た
。 

議
長
団
に
兼
子
代
議
員
（
基

幹
労
連
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）、
佐
藤

代
議
員
（
全
水
道
退
職
者
協
議

会
）
の
２
名
を
選
出
し
、
佐
藤

議
長
か
ら
登
壇
挨
拶
後
、
資
格

審
査
委
員
会
お
よ
び
議
事
運
営 

 

委
員
会
の
各
委

員
を
選
出
し
て

議
事
に
入
り
ま

し
た
。 

 

 

全
国
各
地
で

日
本
退
職
者
連

合
の
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し

て
い
る
、
産
別

退
連
、
地
方
退
連
の
皆
さ
ん
に

心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

第
２７
回
参
議
院
選
挙 

昨
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
衆

議
院
解
散
総
選
挙
で
、
与
党
を
過

半
数
割
れ
に
追
い
込
む
こ
と
で
、

野
党
の
協
力
な
し
で
は
国
会
運
営

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
回
の
参
議
院
選
挙
は
与
党

を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込
み
、
政

権
交
代
に
つ
な
げ
る
重
要
な
選
挙

と
な
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
日
本
退
職
者
連
合

が
推
薦
す
る「
連
合
推
薦
候
補

者
」全
員
を
当
選
さ
せ
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
一
層
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。 

世
界
の
軍
事
対
立 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ハ
マ
ス
と
の
戦
争
・

イ
ラ
ン
への
空
爆
な
ど
国
際
法
に

違
反
し
た
戦
闘
行
為
が
続
い
て
い

る
。
そ
し
て
非
戦
闘
員
と
言
わ
れ

る
多
く
の
女
性
や
子
ど
も
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
停

戦
・平
和
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

今
年
は
戦
後
・被
爆
80
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
、
様
々
な
行
動
で

二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
平

和
な
日
本
を
求
め
て
い
く
。 

要
求
実
現
に
向
け
て 

 

組
織
拡
大
・強
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
、
政
策
・制
度
要
求
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
。
そ
の
た
め
に
政
府
や
政
党
への

要
請
行
動
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
運
動
を
展
開
し
て
い
く
の
で
、

産
別
・地
方
退
連
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。 

新
た
な
運
動
展
開
へ 

 

本
総
会
で
新
た
に
野
田
那
智
子

さ
ん
を
会
長
と
す
る
体
制
が
構
築

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

退
職
者
連
合
３４
年
目
に
し
て

初
め
て
の
女
性
会
長
と
な
り
、
諸

課
題
の
前
進
に
向
け
て
大
き
な
期

待
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
絶

大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。 

 7 月 16 日（水）、日本退職者連合は「第 29 回定期総会」を開催しました。この一年間の活動を振り返るとともに、
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２
０
２
５
春

季
生
活
闘
争

の
最
終
集
計

結
果
を
公
表

し
ま
し
た
。
賃
上
げ
率
は
5.25
％
と

な
り
、
２
年
連
続
で
5%
を
超
え
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
手
と
中
小
と
の

格
差
を
解
消
す
る
に
は
い
た
ら

ず
、
格
差
是
正
と
い
う
分
厚
い
壁

を
改
め
て
実
感
し
て
い
る
。
ま
た
、

賃
上
げ
が
進
ん
で
も
、
実
質
賃
金

は
マ
イ
ナ
ス
で
推
移
し
て
い
る
の

で
、
物
価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ

を
追
求
し
て
い
き
た
い
。
今
回
の
参

議
院
選
挙
は
、
政
権
の
在
り
方
に

大
き
く
影
響
し
、
野
党
の
連
携
次

第
で
は
政
権
交
代
も
視
野
に
入
る

非
常
に
重
要
な
決
戦
と
な
っ
て
い

る
。
連
合
推
薦
の
全
国
比
例
・選

挙
区
の
候
補
者
当
選
に
引
き
続
き

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。 

連
合
結
成
以
来
、
核
兵
器
廃
絶

と
恒
久
平
和
を
求
め
て
運
動
し
て

い
る
が
、
戦
後
・被
爆
80
年
の
思
い

を
次
の
世
代
へ伝
え
て
い
く
た
め
に

日
本
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
す
る

よ
う
求
め
て
い
き
た
い
。 

 

    

 

昨
年
の
衆
議
院

選
挙
で
、
一
票
の

力
で
政
治
が
変
わ

る
、
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

た
。
今
回
の
参
議
院
選
挙
で
は
選

挙
区
に
お
け
る
勝
敗
に
よ
っ
て
大

き
く
情
勢
が
変
わ
る
の
で
、
ご
尽

力
を
賜
り
た
い
。 

立
憲
民
主
党
は
物
価
高
対
策

や
農
業
対
策
な
ど
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
自
民
党
は
現
金
給
付
の

政
策
と
未
解
決
の
政
治
と
カ
ネ
の

「
問
題
議
員
」を
公
認
し
て
い
る
。 

 

ぜ
ひ
と
も
、
働
く
者
が
基
軸
の

国
民
の
立
場
に
立
っ
た
政
治
を
実

現
さ
せ
た
い
。 

  

 

日
本
で
の
生
活

が
、
こ
の
30
年
間

で
な
ぜ
苦
し
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
そ
の
要
因
と
し
て
政
治
の
方

向
性
や
税
制
の
在
り
方
に
原
因
が

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
課
税
最
低
限

度
額
が
課
税
の
原
則
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
生
活
保
護
費
よ
り

も
低
い
金
額
で
課
税
を
さ
れ
て
い

る
税
制
自
体
に
問
題
が
あ
る
。 

さ
ら
に
物
価
上
昇
に
賃
上
げ
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
。
毎
月
の
給
料

や
年
金
な
ど
の
手
取
り
を
増
や

す
こ
と
で
物
価
上
昇
に
負
け
な
い

生
活
基
盤
の
構
築
が
重
要
。
そ
の

た
め
に
、
参
議
院
選
挙
で
与
党
過

半
数
割
れ
を
目
指
し
て
い
く
。 

  

 

退
職
者
連
合

の
皆
さ
ん
が
、

戦
後
の
平
和
運

動
、
地
域
運
動
、

労
働
運
動
、
反
原
発
運
動
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
運
動
を
展
開
し
て
い

る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

社
民
党
は
、
平
和
、
自
由
、
平

等
、
共
生
と
い
う
４
つ
の
テ
ー
マ
で

頑
張
っ
て
い
る
。
厳
し
い
生
活
環
境

を
改
善
す
る
た
め
に
消
費
税
ゼ

ロ
、
最
低
賃
金
全
国
一
律
１
５
０
０

円
、
保
険
料
の
軽
減
な
ど
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
防
衛
費
に
対
し
て
、

教
育
費
は
半
分
、
農
業
予
算
は
４

分
の
１
な
ど
、
軍
事
予
算
で
社
会

保
障
予
算
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。 

 

戦
後
・被
爆
80
年
の
節
目
と
し

て
恒
久
平
和
と
絶
対
に
戦
争
を
さ

せ
な
い
運
動
を
進
め
て
い
く
。 

  満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る 

             

大
畠
代
議
員
（
自
治
退
） 

核
兵
器
を
配

備
し
て
い
る
国
が

多
く
あ
る
が
、
今

後
の
平
和
に
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
た
め
に

広
島
・長
崎
の
原
爆
投
下
を
例
に

出
し
た
が
、
日
本
人
は
怒
っ
て
い
る
。

核
兵
器
廃
絶
の
取
り
組
み
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
。 

 

角
三
代
議
員
（
日
退
教
） 

 

昨
年
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で

被
災
し
た
家
屋
や

道
路
な
ど
の
復
旧

は
、
ま
だ
ま
だ
進

ん
で
い
な
い
。
業
者
や
材
料
が
不

足
し
て
い
て
工
事
の
順
番
が
回
っ
て

こ
な
い
状
況
で
あ
り
、
当
時
の
ま

ま
の
状
態
が
多
く
あ
る
。
ま
た
、

原
発
に
対
す
る
不
安
も
大
き
い
。  

 

今
後
も
脱
原
発
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。 

 

二
牟
礼
代
議
員
（
鹿
児
島
退
連
） 

 

参
議
院
選
挙
は

推
薦
候
補
者
を
何

と
し
て
も
当
選
さ

せ
る
た
め
に
全
力

で
頑
張
っ
て
い
る
。 

昨
日
の
学
習
会
を
聴
い
て
、
戦

争
は
絶
対
に
防
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
改
め
て
思
っ
た
。
今
年

は
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
戦
争

か
ら
、
戦
後
・被
爆
80
年
の
節
目

の
年
と
な
る
の
で
、
日
本
退
職
者

連
合
と
し
て
談
話
な
ど
を
発
信
し

て
も
ら
い
た
い
。 

 

西
村
代
議
員
（
鳥
取
退
連
） 

 

被
爆
80
年
の
取
り
組
み
を
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
広
島
県
で
、

国
民
民
主
党 

 

川
合
孝
典 

幹
事
長
代
行 

連
合 

清
水
事
務
局
長 

あ
い
さ
つ 

清水事務局長 

 

あ
い
さ
つ
主
旨 

政
党
か
ら
の 

社
民
党 

 

福
島
み
ず
ほ 

党
首 

立
憲
民
主
党 

 

辻
元
清
美 

代
表
代
行 

  

 

 

  

 

来
賓
あ
い
さ
つ
後
、
各
種
報

告
・
提
案
が
さ
れ
、
質
疑
・
応
答

を
行
い
、
24
年
度
の
一
般
活
動
報

告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、

25
年
度
の
運
動
方
針
、
予
算
、
政

策
制
度
要
求
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

参
画
推
進
計
画
に
つ
い
て
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

代
議
員
か
ら
の
発
言
主
旨 
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200
名
規
模
の
集
会

を
開
催
し
た
。 

平
和
への
取
り
組

み
が
形
骸
化
し
な
い

よ
う
に
若
い
人
に
し

っ
か
り
と
つ
な
い
で
い
く
必
要
が
あ

る
。
退
職
者
連
合
と
し
て
、
連
合

の
取
り
組
ん
で
い
る
埼
玉
県「
狭
山

事
件
」
の
第
４
次
再
審
請
求
の
取

り
組
み
を
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

添
田
代
議
員
（
全
国
退
女
教
） 

通
常
国
会
で

「
選
択
的
夫
婦
別

姓
法
案
」
が
成
立

で
き
な
か
っ
た
の
は

残
念
だ
が
、
引
き
続
き
制
度
導
入

に
向
け
た
運
動
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
。 

米
軍
基
地
を
は
じ
め
と
す
る
沖

縄
県
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
連
携
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

 
 中

村
代
議
員
（
宮
崎
退
連
） 

 

医
療
費
自
己
負

担
の
在
り
方
に
つ

い
て
再
検
討
と
な

っ
て
い
る
が
、
応
能

負
担
を
基
本
と
し
て
高
齢
者
の
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
に
進
め
て

も
ら
い
た
い
。 

 

    

＊
人
見
一
夫 

会
長
（自
治
退
） 

    

＊
北
村
典
子 

副
会
長 

（全
国
退
女
教
） 

    

◎
退
任
し
た
幹
事
の
み
な
さ
ん 

＊
長
谷
川
寿
幹
事
（
JP
労
退
） 

＊
平
岡
良
久
幹
事
（日
退
教
） 

＊
泉
田
和
洋
幹
事 

（電
機
連
合
歴
代
役
員
懇
談
会
） 

＊
高
橋
勉
幹
事 

（東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

静
岡
退
連
） 

＊
小
澤
利
野
幹
事
（全
国
退
女
教
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（副
会
長
に
就
任
） 

 

退
職
者
連
合
運
動
の
発
展
と
拡

大
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

皆
様
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健

闘
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

本
会
議
に
は
、
三
役
・
常
任
幹

事
及
び
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
幹

事
も
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

人
見
会
長
の
挨
拶
後
、
各
担
当

よ
り
、
報
告
・
提
案
を
行
い
ま
し

た
。 

＊
２０２４
年
度
一
般
活
動
報
告 

 
 
 
 
 

（
野
田
事
務
局
長
） 

＊
第
１
号
議
案
（
運
動
方
針
） 

 
 
 
 
 

（
野
田
事
務
局
長
） 

＊
第
３
号
議
案
（
政
策
・
制
度
要

求
） 
（
岩
崎
副
事
務
局
長
） 

＊
第
４
号
議
案
（
退
職
者
連
合 

第
２
次
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等 

推
進
計
画
） 

（
畠
山
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
事
務
局
長
） 

以
上
の
説
明
が
さ
れ
、
各
議

案
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

翌
日
の
第
29
回
定
期
総
会
に
向

け
た
意
思
疎
通
を
図
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
面
す
る
取
り
組
み
や

全
国
高
齢
者
集
会
の
概
要
に
つ

い
て
確
認
を
し
て
終
了
し
ま
し

た
。 

 

出
さ
れ
た
主
な
意
見 

〇
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
か

ら
、
危
険
性
の
あ
る
高
濃
度
の

PFAS
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
報

告
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

国
内
の
水
道
水
に
発
が
ん
性
の

化
合
物
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
へ

の
調
査
も
進
ん
で
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
今
後
、
退
連
と
し
て
も

取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
た
い
。 

〇
こ
れ
か
ら
、
健
康
保
険
証
か
ら

資
格
確
認
書
に
切
り
替
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
健
康
保

険
証
と
同
様
に
使
用
で
き
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
、

資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
や

再
発
行
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
明
確
に
し
て
マ
イ
ナ

保
険
証
に
関
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
も
ら
い
た
い
。 

〇
食
の
安
全
に
つ
い
て
、
生
産
者
が

持
続
可
能
な
生
産
活
動
が
で
き

る
よ
う
ぜ
ひ
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
消
費
者
の
た
め
の
調
整
も

重
要
だ
が
、
生
産
者
の
た
め
の

食
農
政
策
を
充
実
さ
せ
な
い
と

農
業
従
事
者
の
生
活
が
非
常
に

厳
し
く
な
る
。 

い
ま
、
各
地
で
水
道
管
な
ど

の
破
裂
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
改
修
工
事
費
が
市
町

村
財
政
で
は
非
常
に
厳
し
い
の

で
、
国
策
と
し
て
対
応
し
て
進

め
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。 

2025
全
国
組
織
代
表
者
会
議
を
開
催 

７
月
15
日
（
火
）
13
時
30
よ
り
、
連
合
会
館
２
階
大
会
議
室
で
産
別
・
関
連
組
織
、
地
方
組

織
の
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

代
表
者
会
議
で
は
、
第
29
回
定
期
総
会
の
議
案
内
容
お
よ
び
当
面
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
と
意
思
疎
通
を
図
り
ま
し
た
。 

会
議
の
後
半
は
、「
戦
後
80
年 

今
、
伝
え
ね
ば
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
都
八
王
子
市
在
住
の

石
井
忠
明
さ
ん
に
「
八
王
子
大
空
襲
」
の
体
験
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

第
29
回
定
期
総
会
で
退
任
さ

れ
た
役
員
・幹
事
の
み
な
さ
ん 

会 長 8年 

副会長 1年 

 

副会長 7年 
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〇
政
策
・制
度
要
求
で「
認
知
症
対

策
基
本
法
」と
な
っ
て
い
る
が
、

「
認
知
症
基
本
法
」と
認
識
し
て

い
る
。
ま
た
、
認
知
症
の
実
態
な

ど
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

各
構
成
組
織
に
お
い
て
も
実
際

の
対
応
を
取
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
う
。  

 
 

 
 

以
上
。 

 
 

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
の
答

弁
を
含
め
て
、
全
体
で
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
認
識
を

共
有
し
ま
し
た
。 

                 

                                

                               

 

202５全国組織代表者会議で学習会を開催 

テーマ 「戦後 80年 今、伝えねば」   講 師  石井 忠明さん 

＜石井忠明さんプロフール＞ 

東京都八王子市小門町生れ。 

八王子市第七小学校、第四中学校、都立立川高校（府立二中）卒、 

國學院大学文学部史学科卒、東京大学史料編纂所通学。 

日本テレビ（ＮＴＶ）報道局報道部入社。 

定年後：とんとん健康散歩の会会長、みんなで笑おう会会長、実録八王子の 

昔話、語り部作成中。 

 

＜八王子大空襲の災害状況＞ 

犠牲者～450～500人以上 、 負傷者～2,000～2,500人以上 

罹災者～7,700人以上 、 消失家屋～14,389戸（旧市街地80％消失） 

昭和20年旧市街地の人口63,192人 

＜B29爆撃機と焼夷弾＞ 

B29爆撃機 170機が昭和20年8月2日八王子市内に飛来し、大型爆弾M17（集束焼夷弾

110発入り）を 672,000発投下。当時の八王子人口一人に対し 10発の焼夷弾が投下された。 

 

＊上記の「八王子空襲」を経験し、その恐怖と生きるための現実などをお話ししていただきました。 

 

＜メインスローガン＞ 

紛争の早期終結を 平和で安心できる暮らしを若者へつなごう 

＜サブスローガン＞ 

〇組織強化・拡大の取り組みで、政策・制度要求を実現しよう! 

〇医療・年金・介護など全世代の持続可能な社会保障を構築しよう! 

〇憲法が保障する平和的生存権を不断の努力で未来につなごう! 

〇誰もが個人として尊重されるジェンダー平等社会をめざそう! 

 


